
■天候

1 2 3 4 5 6 計 安 失

1 0 1 0 0 0 2 4 7

0 5 0 4 1 2 12 8 3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6

1 投         2 1 0 0 死球 捕邪 一飛 四球

2 中 一 三     4 1 2 1 中安 中２ 三振 三振

3 捕         2 0 1 0 右安 四球 三振

4 三   一     1 0 0 0 二ゴ 四球 四球

5 遊         3 0 0 0 投ゴ 三振 三振

6 一 中       3 0 0 0 三振 三振 三振

7 二         3 0 0 0 三振 三振 三振

8 右         3 0 0 0 二ゴ 三振 三失

9 左         2 0 1 0 遊安 死球 三ゴ

          

          

          

          

          

          

23 2 4 1

■投手成績

5 1/3

打 得 安 点 1 2 2 3 4 5 6

1 三         2 1 0 0 四球 三振 三振 四球

2 遊         4 2 3 2 中２ 中３ 中３ 左飛

3 左   投     3 2 1 1 三振 死球 二２ 三ゴ

4 捕         4 1 1 1 三振 遊失 三失 左３

5 二         3 1 0 0 遊ゴ 死球 遊失 三ゴ

6 右         0 0 0 0 四球

6 走 右       1 1 0 1 四球 三振

6       右   1 1 1 0 中３

7 一         4 1 1 2 投失 一飛 右２ 三ゴ

8 投   左     2 1 0 0 四球 遊飛 三振

8 打       1 1 0 0 遊失

9 中         4 0 1 2 三振 一直 一邪 中２

          

          

          

29 12 8 9
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■戦評

 伊藤孝江文部科学大臣政務官による始球式にて幕を開けた７０回大会の開幕試合は１０年ぶり５回目出場の大阪府代表・長尾谷高校通信制と２
年連続３回目出場の千葉県代表・クラーク記念国際高校・千葉・通信制の対戦となった。先攻のクラーク記念国際・千葉は初回先頭の高宮城が死
球で出塁すると立て続けに二盗三盗を決め２番髙橋の安打により生還し１点を先制する。対する長尾谷は２回２番田中の２点適時二塁打などで５点
を奪い試合をひっくり返すと４回にも７番東谷の２点適時二塁打など３本の長打と相手の守備の乱れから４点を追加し試合を優位に進める。反撃を
試みたいクラーク記念国際・千葉は３回に１点を返すものの４回以降は長尾谷２番手岡田の前に無安打に抑えられた。試合は５回に１点６回に２点
を追加した長尾谷が６回コールド１２－２で勝利した。一方敗れたクラーク記念国際・千葉は７失策に７四死球と守備の乱れが目立ち無念の敗戦と
なった。

0 45

4 1 71

岡　田　大　輝 岡　田　大　輝 11 0 6 2

三　浦　梨　央 中　野　琢　斗 三　浦　梨　央 18 4 6

打者 安打 三振 四球 自責 投球数

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数

合計 　残塁：8　　併殺：0

備考

可　畑　和　悠

近　藤　真　賢

東　谷　琉　希

三　浦　梨　央

安　井　心　希

森　野　愛　斗

畑　　　蓮太郎

田　中　梨　宮

岡　田　大　輝

中　野　琢　斗

小　倉　　　創

大　野　陽　生

長尾谷・通

ポジション 氏名

7 7 3 120

安打 三振 四球 自責 投球数

高宮城　　　海 吹　原　悠　斗 高宮城　　　海 36 8

　残塁：9　　併殺：0

備考

■バッテリー

投手 捕手 氏名 回数 打者

合計

岩井中　颯　大

井　手　奏　翔

河　塚　愛　夢

山　田　和　矢

森　　　竜　晟

高宮城　　　海

髙　橋　　　翔

吹　原　悠　斗

梅　田　悠　吾

クラーク千葉・通 千葉

長尾谷・通 大阪

クラーク千葉・通

ポジション 氏名

■備考 ６回コールド

■審判 球審：山崎　　　塁審：小野崎　粟村　清水

出場校名 代表地区

■日時 令和5年8月17日(木) 晴れ 長尾谷高校・通 対　クラーク記念国際高校・千葉・通

■球場 明治神宮野球 第1試合　1回戦 ■試合時間 2時間00分
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